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1．平成 21 年度公募共同研究のまとめ 
 
1.1 公募共同研究実施概要 

流体科学研究所では、公募共同研究の実施にあたり、関連学会内における専門性およ
び国際性の観点から選任した外部委員を過半数含む共同研究委員会を設置して、研究
者コミュニティの意向と関連研究分野の動向を反映させながら公募共同研究の実施方
法につき検討した結果、1）エアロスペース、2）エネルギー、3）ライフサイエンス、
4）ナノ・マイクロ、5）基盤研究の 5 分野における流体科学に関わる国内外研究者と
の公募共同研究を実施することとした。
公募共同研究の募集や申請手続きの情報は、平成 20年 11月から翌年 1月末にかけて、
本研究所のホームページで日本語と英語で広く国内外に公開するとともに、関連学会
および本研究所の関連研究者メーリングリストを利用して電子メールで広く国内外に
通知した。公募共同研究の採択は、共同研究委員会に過半数が外部委員の審査委員会
を結成して行った。採択された研究課題には、評価結果に基づき研究経費を措置した。
平成 21 年度の公募共同研究は、原則として平成 21 年 4 月 1 日から平成 22 年 3 月

31日まで実施された。途中、平成 21年 11月には、運営委員会、共同研究委員会、公
募共同研究成果報告会が開催された。

1.2 公募共同研究成果報告会 
平成 21年 11月 5日に、公募共同研究成果報告会 IFS Collaborative Research Forum
を流体科学研究所主催の国際シンポジウム AFI/TFI-2009 においてホテルメトロポリ
タン仙台にて開催した。本報告会では 42件のショートプレゼンテーションとポスター
発表が行われ、100人の出席者があった（写真 1、2）。

写真 1：ショートプレゼンテーションの様子



写真 2：ポスターセッションの様子

1.3 申請・採択状況 
申請・採択状況等を表 1に示す。申請時に選択された研究課題分野（エアロスペース、
エネルギー、ライフサイエンス、ナノ・マイクロ、基盤）と国内/国際の別を分類した。

表 1：平成 21年度申請・採択状況

内訳
研究課題分野合計

エアロ
スペース エネルギー ライフ

サイエンス
ナノ・
マイクロ 基盤

申請数（件） 52 7 16 7 17 5 
採択数（件）
（国内/国際）

52
（32/20）

7
（5/2）

16
（8/8）

7
（5/2）

17
（10/7）

5
（4/1）

採択率（％） 100 100 100 100 100 100 
申請金額
（千円） 20,177 2,388 6,605 2,304 7,050 1,830 
採択金額
（千円） 16,639 2,115 4,850 2,076 5,929 1,669 
一件あたりの
採択金額
（千円）

320 302 303 297 349 334 

1.4 研究者の受け入れ状況 
本研究所が公募共同研究を実施するために受け入れた研究者の人数（延べ人日）を表

2に示す。対象は公募共同研究経費を使用して来仙した研究者とし、旅行期間を基に算
出した。



表 2：研究者の受け入れ状況

平成 21年度

国内 157

国外 254

合計
（延べ人日）

411 

1.5 研究費 
本公募共同研究にて使用した研究費の内訳を表 3に示す。

表 3：研究費の内訳

平成 21年度

物件費 8,136

旅費 7,415

合計（千円） 15,551

1.6 発表件数 
研究成果の内訳を表 4に示す。これらの成果の内、主要な論文の別刷りが、本報告書
の後半に掲載されている。

表 4：研究成果の内訳

平成 21年度

学術雑誌（査読つき国際会議、解説等を含む） 43

国際会議、国内会議、研究会、口頭発表等 154

その他（特許・受賞・マスコミ発表等） 5

合計（件） 202
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